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スマホなどでも
議会広報紙を
閲覧できます

議会中継は
コチラから
視聴できます

スマホなどでも
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閲覧できます
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視聴できます
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さっぽろ倶知安会の方と一緒にじゃが千人踊りに参加



◎
商
工
費

●�

半
月
湖
入
口
看
板
設
置
工
事

　
　
　
　
　
　
　

１
４
９
万
６
千
円

　

�　

老
朽
化
に
よ
る
著
し
い
損
傷
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
看
板
を
新

設
す
る
。
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用
や

英
語
表
記
の
追
加
な
ど
で
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
。

◎
農
林
産
業
費

●�

地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業
補

助
金　
　
　

４
６
１
０
万
１
千
円

�　

�　

担
い
手
の
経
営
改
善
に
必
要
な
農

業
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
や
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
等
）
の
導
入
に
か
か
る
費
用

を
補
助
す
る
。

◎
教
育
費

●�

レ
ー
ザ
ー
彫
刻
機
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

64
万
４
千
円

　

�　

東
洋
食
品
研
究
所
と
の
共
同
研
究

結
果
の
発
表
に
用
い
る
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
作
成
用
と
し
て
購
入
。
他
に
風
土

館
内
の
展
示
物
の
説
明
書
き
等
に
も

利
用
す
る
。

令和8年令和8年（2026年）（2026年）

第2回 定例会第2回 定例会
（6月8日～18日）（6月8日～18日）

こんなこと決まりましたこんなこと決まりました
　令和8年第2回定例会が6月8日から18日までの11日間の日程
で開かれました。15件の議案を原案どおり可決したほか、14件
の同意議案に同意、1件の諮問議案に答申しました。また、議会
のあり方に関する特別委員会を新たに設置したほか、意見書9件
を全会一致で可決し、閉会しました。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

予　

算

令和 8年度　補正予算
単位：万円

会　計　区　分 補　正　額 補　正　後

一　般　会　計 6715 182 億 6515

国民健康保険事業会計 △ 534 5 億 7875

下水道事業会計（資本的支出） 1220 9 億 8293

水道事業会計（資本的支出） 1030 32 億 8627

◎�

倶
知
安
町
プ
ー
ル
絵
本
館
複
合
拠

点
施
設
建
設
地
中
熱
導
入
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

�

事
業
費
２
億
１
３
９
２
万
８
千
円

　

�　

建
設
中
の
プ
ー
ル
絵
本
館
複
合
拠

点
施
設
に
つ
い
て
、
地
中
熱
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
た
め
の
工
事
。

◎�

負
担
付
き
の
寄
附
の
受
納
に
つ
い

て

　

�　

町
内
在
住
の
画
家
徳
丸
滋
氏
が
、

自
身
の
作
品
等
を
展
示
、
収
蔵
す
る

た
め
の
施
設
を
建
設
し
、
そ
れ
を
町

に
寄
附
す
る
も
の
。
寄
附
後
は
「
ム

セ
オ
く
っ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
名
称
で

町
が
管
理
、
運
営
を
す
る
条
件
で
寄

附
を
受
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
６
件

そ
の
他

一
般
会
計

◎
民
生
費

●�

羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

新
築
移
転
工
事
設
計
業
務
委
託
料　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
３
２
４
万
３
千
円

　

�　

羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
新
築
移
転
に
向
け
た
工
事
の
設
計

業
務
を
委
託
す
る
。

条　

例

◎�

倶
知
安
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

�　

土
地
改
良
事
業
に
か
か
る
所
管
部

署
を
、
建
設
課
か
ら
農
林
課
に
変
更

す
る
。

◎�

倶
知
安
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例

の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

指
定
管
理
者
の
公
募
手
続
き
や
協

定
締
結
の
根
拠
を
明
確
化
し
、
制
度

の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
事

業
者
に
対
す
る
町
の
統
制
力
（
ガ
バ

ナ
ン
ス
）
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、

公
の
施
設
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運

営
を
推
進
す
る
た
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件
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議
案
３
件
を
審
議
し
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

●
過
誤
納
還
付
金

議 

員 

提 

案

人　

事

◎�
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

�　

任
期
満
了
を
迎
え
た
農
業
委
員
に

つ
い
て
、
新
委
員
４
名
を
含
む
14
名

の
委
員
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

◎�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

�　

任
期
満
了
を
迎
え
た
新
井
融
氏
に

つ
い
て
、
継
続
し
て
委
員
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
適
任
者
で

あ
る
と
答
申
し
た
。

補正予算　単位：万円

補 正 額 補 正 後

1000 182 億 7515

【
発
議
】

◎�

議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
特
別
委

員
会
設
置
の
決
議

　

議
員
定
数
や
議
員
報
酬
、
議
選
監
査

の
あ
り
方
や
、
全
員
協
議
会
の
設
置
に

か
か
る
調
査
を
行
う
た
め
、
議
長
を
除

議　案
採決で
反対

採決を
棄権

採決結果

負担付きの寄附
の受納について

なし 笠原
出席者全員の
賛成で可決

※上記以外の議案はすべて全会一致で可決

第２回定例会の採決結果第２回定例会の採決結果

令
和
８
年
第
４
回
臨
時
会

令
和
８
年
第
４
回
臨
時
会

（（
７７
月月
３３
日
）
日
）

令
和
８
年
第
５
回
臨
時
会

令
和
８
年
第
５
回
臨
時
会

（（
７７
月月
2323
日
）
日
）

　
　
　
　

１
千
万
円

　

�　

当
初
予
算
に
対

し
て
不
足
が
生
じ

る
た
め
。

く
15
名
全
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
を
設

置
し
た
。
委
員
長
に
古
谷
委
員
、
副
委

員
長
に
波
方
委
員
が
就
任
し
た
。
そ
の

後
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
を
議
決
し
た
。

【
意
見
書
】

　

９
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
、
全
て

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に

資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

◎�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書

◎�

住
ま
い
の
安
定
と
居
住
支
援
の
抜

本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎�

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書

◎�

保
安
林
の
取
得
及
び
保
全
に
係
る

財
政
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

◎�

被
疑
者
・
被
告
人
と
そ
の
弁
護
人

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
外
部
交
通
の
構

築
等
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

　閉会中の
 　　継続調査とは？

　委員会は本来、本会
議を開いている期間

（会期中）しか開催す
ることができません。
会期終了後（閉会中）
であっても委員会を開
催して調査することを

「閉会中の継続調査」
といい、これには議会
の議決が必要です。

選　

挙

◎�

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
の

議
会
の
議
員
の
選
挙

　

�　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
を
実
施
し

た
。
指
名
推
薦
に
よ
り
、
原
田
芳
男

議
員
が
再
選
し
た
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

契
約
金
額　

２
７
３
６
万
８
千
円

　
　

除
雪
ド
ー
ザ
を
１
台
購
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

　

議
案
３
件
を
審
議
し
、
可
決
し
ま

し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

補正予算　単位：万円

補 正 額 補 正 後

1145 182 億 8660

●�

倶
知
安
町
福
祉
施

設
物
価
高
騰
対
策

支
援
金

　
　
　

６
４
０
万
円

　

�　

食
料
品
等
価
格

高
騰
の
影
響
を
受

け
る
福
祉
施
設
の

負
担
軽
減
の
た
め
。

◎�

倶
知
安
中
学
校
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　

事
業
費　

９
０
７
５
万
円

　

�　

中
学
校
の
照
明
８
５
３
基
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
工
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

議　案
採決で
反対

採決を
棄権

採決結果

訴えの提起
について

なし 佐藤
出席者全員の
賛成で可決

※上記以外の議案はすべて全会一致で可決

第５回臨時会の採決結果第５回臨時会の採決結果
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④
【
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
（
受
水
槽
設
置
）
】

　

�　

夜
間
な
ど
の
需
要
が
低
い
時
間
帯
に
水

を
た
め
、
入
浴
な
ど
が
集
中
す
る
ピ
ー
ク

時
間
帯
に
は
受
水
槽
か
ら
給
水
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
る
な
ど
、
水
道
管
へ
の
瞬
間

的
な
負
荷
を
軽
減
す
る
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の

導
入
は
。

問

上
水
道
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

冬
期
間
の
数
か
月
に
発
生
す
る
瞬
間
的
な

ピ
ー
ク
需
要
に
合
わ
せ
て
公
的
イ
ン
フ
ラ
を

拡
張
す
る
こ
と
は
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費

を
含
め
、
水
道
事
業
会
計
お
よ
び
町
財
政
に

と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
。
通
年
で
利

用
す
る
一
般
住
民
と
、
季
節
限
定
で
過
大
な

負
荷
を
か
け
る
大
規
模
事
業
者
等
の
間
で
、

負
担
と
受
益
の
公
平
性
を
担
保
し
て
い
く
た

め
、
全
て
を
町
の
集
約
型
イ
ン
フ
ラ
で
賄
わ

ず
、
事
業
者
自
身
に
も
イ
ン
フ
ラ
負
荷
を
軽

減
す
る
先
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
持
続
可
能
な
制
度
設
計
を
す
る
視
点

が
重
要
と
考
え
る
が
、
以
下
の
点
を
町
長
に

伺
う
。

①�

大
規
模
開
発
な
ど
で
、
現
在
の
給
水
能
力

の
限
界
を
理
由
に
、
開
発
事
業
者
に
対
し

て
給
水
時
期
の
延
期
や
計
画
の
縮
小
な

ど
、
事
実
上
の
調
整
・
要
請
を
行
っ
た
、

あ
る
い
は
受
け
入
れ
が
困
難
と
な
っ
た
事

例
は
あ
る
か
。

木
き む ら

村　聖
せ い こ

子　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

　

開
発
行
為
に
お
け
る
給
水
接
続
に
関
す
る

協
議
で
、
現
在
の
給
水
能
力
の
限
界
等
を
理

由
に
給
水
留
保
を
し
て
い
る
の
は
、
現
時
点

で
８
件
。

答

町
長

問

②
【
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
】

　

�　

財
政
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
給
水
区
域

を
縮
小
す
る
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

問
　

給
水
区
域
の
縮
小
は
、
水
道
法
で
は
事
業

の
一
部
廃
止
と
解
釈
さ
れ
、
北
海
道
知
事
の

認
可
が
必
要
。
倶
知
安
町
の
地
域
特
性
を
踏

ま
え
て
、
合
理
的
な
理
由
と
な
り
得
る
の
か

を
含
め
て
今
後
一
層
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

③
【
分
散
型
イ
ン
フ
ラ
】

　

�　

た
と
え
ば
民
間
企
業
の
高
度
な
浄
水
装

置
（
地
下
水
や
河
川
水
か
ら
く
み
上
げ
て

行
う
）
の
導
入
を
開
発
事
業
者
に
促
す
、

あ
る
い
は
行
政
が
設
置
を
補
助
す
る
な

ど
、
全
て
を
公
費
に
頼
ら
な
い
分
散
型
イ

ン
フ
ラ
の
導
入
は
。

問
　

旭
・
花
園
・
樺
山
で
は
、
民
間
主
導
で
既

に
水
道
施
設
を
自
前
で
整
備
し
て
い
る
事
例

が
あ
る
。
逼
迫
し
て
い
る
地
区
は
開
発
行
為

の
協
議
で
地
下
水
の
利
用
を
促
し
て
い
る
。

　

今
後
の
推
移
に
よ
る
が
、
民
間
主
導
に
よ

る
水
道
施
設
の
整
備
に
対
し
て
新
た
に
町
が

補
助
を
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
支
援
す

る
手
法
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

答

町
長

　

ホ
テ
ル
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
な
ど
の
大
口

需
要
者
の
給
水
接
続
協
議
に
お
い
て
、
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
の
目
的
で
受
水
槽
の
設
置
を
条
件

と
し
て
い
る
。
特
に
、
冬
期
間
に
水
道
使
用

量
が
急
増
す
る
山
田
地
区
で
は
大
変
有
効
な

手
段
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
大
口
需
要
者

と
の
協
議
で
は
、
受
水
槽
の
設
置
を
条
件
と

し
て
進
め
て
い
く
。

答

町
長

町長 現状把握としては指摘のとおりと認識している

町民負担の軽減へ上水道の新たな仕組みづくりが必要

蛇
口
か
ら
出
る
水
は
ま
さ
に
日
本
一
の
水
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毎週木曜日６:15集合で五色温泉まで登っています

昨
年
６
月
の
定
例
会
で
町
長
か
ら
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
今
年
度
予
算
を
見
る
限
り
、
自
転
車
の

予
算
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

な
い
。

　

愛
媛
県
今
治
か
ら
広
島
県
尾
道
ま
で
続

く
し
ま
な
み
海
道
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
た

が
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が

訪
れ
、
自
転
車
利
用
者
を
優
先
す
る
環
境
づ

く
り
が
徹
底
さ
れ
、
道
路
に
は
目
的
地
や
距

離
を
示
す
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
店
舗
や
観
光
施
設
に
は
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ

ク
が
設
置
さ
れ
、
宿
泊
施
設
で
は
客
室
内
に

自
転
車
を
持
ち
込
め
る
な
ど
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
向
け
の
設
備
が
充
実
し
て
い
た
。

　

倶
知
安
町
は
積
雪
寒
冷
地
で
あ
り
、
雪
の

関
係
か
ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
難
し
い
面
も
あ

る
と
思
う
が
、
商
店
街
や
公
共
施
設
へ
の
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
設
置
、
さ
ら
に
は
宿
泊
施
設

へ
の
設
備
導
入
の
提
案
な
ど
、
取
り
組
め
る

こ
と
は
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

木
き む ら

村　俊
しゅんいち

一　議員

問

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

　

本
町
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
起
伏
に
富
ん
だ
地

形
、
美
し
い
景
観
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
国
内
外
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
そ
う
し
た
実
績
が
国
際
自

転
車
競
技
連
合
Ｕ
Ｃ
Ｉ
に
認
め
ら
れ
、
今
年

８
月
26
日
か
ら
30
日
の
５
日
間
、
ア
マ
チ
ュ

ア
自
転
車
競
技
の
最
高
峰
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ス
が
開
催
さ
れ
る
。

　

現
在
、
観
光
協
会
、
そ
し
て
自
転
車
団
体

「自転車の町」について考えては

町長
美しい景観を有していることもあり国内外からの
サイクリストから高い評価をいただいている

答

町
長

な
ど
、
民
間
主
導
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
転

車
に
関
す
る
取
組
が
さ
れ
て
お
り
、
本
町
も

連
携
し
て
多
角
的
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

町
か
ら
観
光
協
会
に
対
し
て
１
０
５
０
万
円

の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

道
路
の
補
修
費
も
毎
年
１
千
万
円
程
度
の

と
こ
ろ
、
今
年
に
限
っ
て
は
去
年
よ
り
も

１
千
万
円
増
額
し
た
。
道
路
を
使
っ
て
や
る

大
会
で
あ
り
、
自
衛
隊
、
警
察
の
絶
大
な
る

御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全
か
つ
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
て

い
る
。
自
転
車
に
関
し
て
は
、
近
年
、
特
に

地
域
の
支
え
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
環
境
整
備
と
し
て

は
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
ト
レ
イ
ル
整
備

の
た
め
に
町
有
地
を
有
効
に
活
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
主
導
の
取
組
に

対
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補
助
金
の
利
活

用
を
促
す
な
ど
の
、
側
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

５
月
に
サ
イ
ク
ル
モ
ー
ド
に
Ｙ
Ｎ
Ｃ

Ａ
と
し
て
民
間
の
団
体
で
参
加
し
た

が
、
他
の
地
域
は
道
外
が
多
く
、
来
場
者
か

ら
北
海
道
の
こ
と
を
よ
く
聞
か
れ
た
。
北
海

道
に
は
自
転
車
で
行
き
た
い
と
い
う
興
味
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
倶
知
安
町
は
ニ
セ
コ
、

ス
キ
ー
で
有
名
な
の
で
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
意
見
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

昨
年
も
申
し
た
が
、
自
転
車
に
乗
り
に
来

よ
う
と
い
う
Ｐ
Ｒ
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
と
思
う
。

　

第
３
次
自
転
車
活
用
推
進
計
画
が
国
会
で

通
り
、
倶
知
安
町
の
自
転
車
活
用
推
進
協
議

会
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
能
登
や

問

熊
本
な
ど
の
震
災
の
と
き
に
ガ
ソ
リ
ン
不

足
、
道
路
の
深
刻
な
問
題
が
あ
り
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ

ま
た
は
ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
が
極
め
て
高
い
性
能
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
実
が
あ

る
。

　

ま
さ
に
自
転
車
の
今
後
の
展
開
を
考
え
る

上
で
、
期
間
は
短
い
が
す
ご
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
発
展
す
る
。
町
の
自
転
車

活
用
推
進
計
画
は
、
観
光
の
た
め
だ
け
に
つ

く
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
倶
知
安
町
民
が
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
安
全
安
心
に
自
転
車

を
使
い
、
生
活
の
中
に
溶
け
込
ま
せ
よ
う
と

い
う
こ
と
が
最
大
の
テ
ー
マ
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

答

町
長
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ひ
と
り
暮
ら
し
の
住
民
が
亡
く
な
っ

た
後
の
手
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
国
や
自
治

体
を
挙
げ
て
の
大
き
な
課
題
な
の
で
、
周
知

に
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

坂
さ か い

井　美
み ほ

穂　議員

①�

認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
対
応
で
重
篤

化
を
防
ぎ
、
治
療
的
観
点
か
ら
認
知
機
能

の
改
善
の
可
能
性
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
早
期
発
見
を
め
ざ
し
、
脳
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
個
人
で
の
受
診
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
た
め
に
、
本
町
と
し
て
特
定
健

診
等
と
併
せ
て
、
認
知
症
検
診
の
導
入
を

検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

②�

現
在
、
難
聴
の
方
の
補
聴
器
購
入
補
助
は
、

高
度
難
聴
者
・
重
度
難
聴
者
に
対
し
て
行

わ
れ
て
い
る
が
、
加
齢
性
難
聴
者
に
対
し

て
の
支
援
は
な
い
。
自
治
体
独
自
の
補
助

制
度
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
中
、
保

険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
等
を
活
用
し

て
の
助
成
制
度
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

問

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

①�

特
定
健
診
に
併
せ
た
認
知
症
検
診
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
本
町
で
は
令
和
２
年
度
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
対
象
者
が
受

診
す
る
際
に
、
認
知
症
検
診
と
同
様
の
問

診
項
目
が
含
ま
れ
た
後
期
高
齢
者
の
質
問

票
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
認
知
機
能
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
て
い
る
。

　

�　

今
後
も
特
定
健
診
の
受
診
時
や
、
そ
の

ほ
か
保
健
事
業
お
よ
び
一
般
介
護
予
防
事

業
な
ど
の
活
動
の
中
で
、
認
知
症
の
早
期

発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
い
く
。

②�

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
機
器
購
入
の
助
成
制
度
を
実
施
し
た

場
合
の
直
接
的
な
特
定
財
源
に
充
て
る
こ

答

町
長

町長 より効果的で持続可能な支援につなげていく

認知症の早期発見・早期対応と「聞こえ」の支援について

と
は
難
し
い
。

　

�　
「
聞
こ
え
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
総
合
的
な
フ
レ

イ
ル
予
防
施
策
を
強
化
し
、
よ
り
効
果
的

で
持
続
可
能
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
未
婚
ま
た

は
単
身
の
高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
親
族
が
い
な
い
、
も

し
く
は
遠
方
で
あ
っ
た
り
疎
遠
で
、
頼
れ
る

人
が
周
囲
に
い
な
い
人
も
増
え
て
い
る
。

①
本
町
に
お
け
る
単
身
高
齢
世
帯
の
割
合
。

②�

身
元
保
証
に
お
け
る
支
援
体
制
の
取
組
の

現
状
。

③�

不
安
を
解
消
で
き
る
相
談
窓
口
の
必
要
性
。

④�

人
生
会
議
の
普
及
・
啓
発
や
終
活
の
重
要

性
を
周
知
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
の
取

組
。

問単
身
高
齢
者
の
終
活
支
援

　

年
齢
関
係
な
く
、
地
域
と
し
て
認
知
症
を

し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
気
安
く
相
談
で
き
る
よ
う
な
体
制
、
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
。

答

町
長

町が配布している
エンディングノート

認
知
症
は
70
歳
を
超
え
て
く
る
と
、

急
に
割
合
も
高
く
な
る
。
検
診
を
受

け
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
受
診
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

問

①�

全
７
１
１
０
世
帯
の
う
ち
、
単
身
の
高
齢

者
世
帯
は
１
１
６
２
世
帯
で
、
割
合
は

16
・
３
％
（
令
和
６
年
度
の
数
値
）。

②�

か
ら
④
現
状
で
は
第
三
者
に
保
証
人
を
依

頼
す
る
体
制
の
確
立
は
難
し
い
状
況
。

　

�　

相
談
窓
口
の
設
置
に
関
し
て
は
特
定
の

窓
口
を
設
置
せ
ず
、
ど
こ
の
窓
口
で
も
相

談
を
受
け
付
け
、
福
祉
医
療
課
が
中
心
と

な
っ
て
支
援
体
制
を
構
築
。
人
生
会
議
の

普
及
は
大
切
で
あ
り
、
地
域
講
話
の
中
で

必
要
性
に
つ
い
て
伝
え
る
機
会
を
設
け
て

い
る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
際
に
、
わ
た
し
の
覚
え
書
き
メ
モ
（
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）を
配
布
し
て
い
る
。

答

町
長

　

一
層
磨
き
を
か
け
て
発
信
し
て
い
く
。

答

町
長

問
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「民泊ステッカー（民泊標識）」「民泊ステッカー（民泊標識）」
民泊が適法に運営されていることを証明する掲民泊が適法に運営されていることを証明する掲
示物。玄関やエントランスなど、公衆や利用者示物。玄関やエントランスなど、公衆や利用者
が容易に確認できる場所への掲示が法令で義務が容易に確認できる場所への掲示が法令で義務
付けられている。付けられている。

①�

民
泊
を
営
も
う
と
す
る
場
合
は
北
海
道
に

届
出
が
必
要
で
、
民
泊
に
関
す
る
監
督
は

北
海
道
に
よ
る
。

　

�　

北
海
道
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
民
泊
の

届
出
内
容
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
公
表

情
報
に
基
づ
く
と
、
令
和
８
年
５
月
15
日

現
在
、
本
町
に
お
け
る
届
出
件
数
は
71
件

あ
り
、
こ
の
う
ち
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
に
34

件
、
市
街
地
に
35
件
、
そ
の
他
に
２
件
と

な
っ
て
い
る
。
市
街
地
エ
リ
ア
に
お
け
る

届
出
件
数
が
増
え
て
き
て
い
る
。

②�

今
年
に
入
り
、
住
民
か
ら
２
件
の
通
報
を

受
け
て
い
る
。

　

�　

う
ち
１
件
は
、
深
夜
に
駐
車
場
を
貸
し

て
ほ
し
い
と
の
理
由
か
ら
、
無
関
係
な
町

民
の
住
宅
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
す
と

い
っ
た
迷
惑
行
為
、
あ
る
い
は
騒
音
と

い
っ
た
マ
ナ
ー
に
関
す
る
通
報
。

小
お が わ

川　不
ふき ゅ う

朽　議員

健
全
な
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
図

る
も
の
と
し
て
平
成
29
年
に
住
宅
宿

泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
が
成
立
し
、
翌
30

年
よ
り
施
行
さ
れ
８
年
が
経
過
す
る
。

　

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

本
町
に
お
け
る
住
宅
宿
泊
事
業
を
営
む
旨

の
届
出
件
数
は
。

②�

苦
情
・
通
報
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

な
ど
は
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

③�
無
届
け
・
無
許
可
営
業
や
違
法
営
業
な
ど

に
対
す
る
実
態
把
握
お
よ
び
対
策
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

④�

民
泊
事
業
者
は
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者

に
登
録
さ
れ
、
申
告
納
付
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

問

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

答

町
長

　

�　

も
う
１
件
は
違
法
営
業
の
可
能
性
が
あ

る
旨
の
通
報
。

③�

通
報
２
件
は
、
い
ず
れ
も
関
係
各
課
お
よ

び
民
泊
を
監
督
す
る
北
海
道
に
、
速
や
か

に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

�　

マ
ナ
ー
に
関
す
る
通
報
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
か
ら
事
業
者
へ
連
絡
を
行
い
、
再

発
防
止
の
報
告
書
を
受
領
し
て
い
る
旨
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

�　

一
方
、
違
法
営
業
の
可
能
性
の
通
報

で
、
未
分
別
の
ご
み
の
排
出
が
あ
り
、
住

民
環
境
課
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、
入
居

者
を
通
じ
て
家
主
に
直
接
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

　

�　

な
お
、
違
法
営
業
に
つ
い
て
は
、
民
泊

で
は
な
く
て
も
、
そ
も
そ
も
旅
館
業
法
に

抵
触
す
る
行
為
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
事

こ
の
他
に
も
「
町
民
に
愛
さ
れ
る
旭
ケ
丘
総

合
公
園
の
再
構
築
を
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

町長 道および町は引き続き連携を密に注視していく

民泊の無届け、無許可、違法営業などの把握は

例
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
北
海
道
お
よ

び
町
で
は
引
き
続
き
連
携
を
密
に
行
い
、

当
該
物
件
に
対
し
て
注
視
し
て
い
く
。

④�

倶
知
安
町
宿
泊
税
条
例
に
基
づ
き
、
民
泊

事
業
者
は
特
別
徴
収
義
務
者
登
録
の
申
請

を
行
い
、
申
告
納
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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原
は ら だ

田　芳
よ し お

男　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

町長 今後も慎重に検討していく

中学校の給食費の無償化を

答

町
長

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
は
、
羊

蹄
山
麓
の
町
村
で
は
７
町
村
の
内
４

～
５
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

決
算
は
５
億
１
９
３
４
万
５
千
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
る
。
無
償
化
は
２
５
０
０
万

円
程
度
で
実
現
可
能
と
考
え
る
。
実
現
す
べ

き
だ
。
町
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

　

倶
知
安
町
と
し
て
は
物
価
高
騰
の
配
慮
で

令
和
８
年
度
の
中
学
生
の
給
食
費
は
据
え
置

き
、
一
人
当
た
り
年
間
９
８
０
０
円
程
度
を

町
費
で
補
填
し
た
。
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

国
や
北
海
道
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
総
合

的
、
今
後
も
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問

倶
知
安
町
防
災
計
画

（
原
子
力
）

の
諸
問
題

防
災
計
画
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
て
い

な
い
点
が
多
い
こ
と
か
ら
質
問
す

る
。

①�

冬
の
避
難
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
だ
。
観

光
客
な
ど
の
一
時
滞
在
者
を
入
れ
る
と
現

実
と
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

対
処
と
現
状
把
握
に
つ
い
て
伺
う
（
車
の

台
数
、
滞
在
人
数
、
等
）
。

②�

町
内
と
ス
キ
ー
場
地
区
で
は
別
の
計
画
が

必
要
で
は
。

③�

学
校
、
保
育
所
、
農
協
な
ど
の
公
共
的
団

体
、
病
院
、
企
業
な
ど
の
防
災
計
画
の
実

態
把
握
は
。

④�

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
場
所
は
９
か
所
だ
が
、

町
民
へ
の
周
知
は
。

⑤�

バ
ス
な
ど
で
避
難
と
な
っ
て
い
る
が
可
能

な
の
か
。

⑥�

原
子
力
防
災
計
画
は
現
実
に
即
し
た
も
の

に
（
独
自
の
防
災
計
画
）

⑦�
風
向
き
、
交
通
状
況
な
ど
考
え
る
と
避
難

先
が
妥
当
な
の
か
。

問

事
務
拠
点
と
し
て
不
足
や
不
便
が
あ

れ
ば
順
次
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答

町
長

①�

原
子
力
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
の
段
階
で
、
一
時

滞
在
者
に
つ
い
て
は
防
災
無
線
、
広
報
車

で
早
期
の
帰
宅
、
帰
国
、
30
キ
ロ
圏
外
へ

の
退
避
を
呼
び
か
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
移
動
手
段
を
持
た
な
い
一
時
滞
在
者

に
つ
い
て
は
屋
内
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

�　

避
難
が
必
要
と
な
っ
た
時
は
、
北
海
道

を
通
じ
て
町
が
手
配
す
る
車
両
等
に
よ

り
、
一
時
滞
在
場
所
を
経
由
し
て
避
難
所

に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

②�

リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
は
本
当
に
変
化
著
し
い

地
域
だ
が
、
地
区
別
の
計
画
を
な
ぜ
立
て

な
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ

同
じ
行
動
計
画
に
な
る
だ
ろ
う
と
認
識
し

て
い
る
。

③�

学
校
、
保
育
所
、
病
院
、
社
会
福
祉
施
設

等
は
避
難
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
既
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

農
協
な
ど
の
公
共
的
団
体
に
つ
い
て

は
、
個
別
に
計
画
策
定
を
求
め
る
も
の
と

は
認
識
し
て
い
な
い
。

④�

ヨ
ウ
素
剤
に
つ
い
て
は
北
海
道
の
指
示
で

配
布
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
バ
ス
の

避
難
集
合
場
所
が
配
布
場
所
と
な
る
。

⑤�

避
難
先
は
５
つ
の
市
と
な
っ
て
い
る
。
避

難
の
手
段
は
バ
ス
お
よ
び
自
家
用
車
と
し

て
い
る
。
バ
ス
の
手
配
に
つ
い
て
は
北
海

道
が
バ
ス
協
会
と
協
議
し
て
必
要
な
車
両

を
確
保
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

⑥�

原
子
力
災
害
時
は
、
国
や
道
が
指
導
す
る

の
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
原
子
力

防
災
計
画
は
、
国
や
道
の
計
画
に
し
っ
か

り
と
整
合
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑦�

避
難
先
の
妥
当
性
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
先
は
泊
原
子
力
発
電
所
か
ら

30
キ
ロ
圏
外
で
あ
り
、
収
容
力
も
あ
る
。

こ
の
他
に
も
「
小
中
学
校
の
バ
ス
の
使
用
に

つ
い
て
」
、
「
八
幡
地
区
に
お
け
る
大
規
模
開

発
に
つ
い
て
」
、
「
廃
棄
Ｐ
Ｃ
の
情
報
漏
洩
に

つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

7月24日の学校給食

8



門
か ど た

田　淳
じゅん

　議員

①�
本
改
正
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
自
動
車
地

域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
再
構
築
事
業
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
が
休
止
あ
る

い
は
廃
止
さ
れ
る
、
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
で
、旅
客
運
送
を
再
び
実
施
、

継
続
す
る
た
め
に
、
町
が
運
送
主
体
を
選

定
し
、
町
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
交
通
事

業
者
や
宿
泊
施
設
、
あ
る
い
は
商
業
施
設

な
ど
の
関
係
者
が
運
転
手
や
車
両
な
ど
に

つ
い
て
協
力
を
行
い
、
最
適
な
運
送
形
態

に
よ
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ
う
な
取

組
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
取
組
が
で
き
る

の
か
な
ど
を
含
め
検
討
を
進
め
て
い
く
。

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

答

町
長

今
回
の
改
正
を
反
映
し
た
運
送
主
体

や
協
力
す
る
団
体
な
ど
、
想
定
さ
れ

る
事
業
者
な
ど
は
あ
る
か
。

問
　

バ
ス
会
社
と
か
タ
ク
シ
ー
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
る
い
は
一
般
社
団
法
人
な
ど
も
、
条

件
次
第
で
は
運
送
主
体
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
協
力
事
業
者
と
し
て
は
、
交
通
事

業
者
の
ほ
か
、
学
校
・
病
院
・
福
祉
施
設
・

商
業
施
設
・
宿
泊
施
設
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

る
。 答

町
長

①�

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
は
行
政
と
観
光

組
織
が
一
つ
の
フ
ロ
ア
で
業
務
を
行
い
、

事
務
拠
点
と
し
て
情
報
を
共
有
し
、
連
携

を
密
に
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
現
状
、

不
足
し
て
い
る
機
能
は
あ
る
か
。

②�

ひ
ら
ふ
第
１
、
第
２
駐
車
場
の
整
備
が
進

み
、
今
後
の
必
要
な
機
能
と
は
。

③�
今
後
の
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
構
想

や
、
あ
り
方
に
つ
い
て
。

問①�

リ
モ
ー
ト
で
の
打
ち
合
せ
や
会
議
が
普
及

し
た
も
の
の
、
リ
モ
ー
ト
会
議
に
対
応
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
が
、
現
在
、

最
も
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

②�

シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
後
に
必
要
と
な
る
機

能
を
補
う
バ
ッ
フ
ァ
ー
的
な
、
貴
重
な
町

有
地
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

③�

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
敷
地
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
俯
瞰

し
た
中
で
の
今
後
の
あ
り
方
を
描
く
必
要

が
あ
る
。

答

町
長

事
務
拠
点
と
し
て
不
足
や
不
便
が
あ

れ
ば
順
次
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

問
　

よ
り
働
く
環
境
と
し
て
整
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
改
善
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

答

町
長

①�

改
正
地
域
公
共
交
通
活
性
化
法
が
可
決
さ

れ
た
が
、
そ
れ
に
基
づ
く
制
度
内
容
、
現

在
の
検
討
状
況
は
。

②�

今
回
の
改
正
が
こ
の
地
域
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
の
か
、
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

問「
交
通
空
白
」
の
解
消

町長 働く環境として改善を重ねていきたい

サン・スポーツランドについて、事務拠点として不足や不
便があれば順次しっかり取り組んでいくのか

②�

関
係
者
間
の
連
携
が
促
進
さ
れ
、
地
域
の

輸
送
資
源
を
フ
ル
活
用
し
て
移
動
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
持
続
可 

能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

サン・スポーツランドのリモート会議
スペース
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古
ふ る や

谷　眞
し ん じ

司　議員

町
内
で
は
冬
場
の
仕
事
に
来
ら
れ
た

方
々
の
た
め
の
家
屋
等
が
、
夏
場
は

空
家
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
郊
外
に
お
い
て
は
、
以
前
よ
り
は

非
常
に
少
な
く
な
っ
た
と
思
う
が
、
崩
壊
し

た
よ
う
な
、
ま
た
は
放
置
さ
れ
た
よ
う
な
家

屋
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

現
状
の
把
握
と
、
課
題
を
伺
う
。

問

空家等の現状と課題は

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

町長

　

町
内
に
お
け
る
空
家
あ
る
い
は
放
置
さ
れ

て
い
る
家
屋
の
問
題
は
、
町
と
し
て
も
大
変

深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　

町
内
で
は
、
夏
場
は
不
在
で
冬
場
に
居
住

す
る
家
屋
が
多
数
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
主

に
観
光
客
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
あ
る
い
は
別

荘
、
冬
場
の
短
期
就
労
ス
タ
ッ
フ
の
宿
舎
と

し
て
の
利
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
背
景
に

な
っ
て
い
る
。

　

所
有
者
の
管
理
状
況
に
も
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
し
っ

か
り
し
て
な
い
と
こ
ろ
、
結
構
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
特
に
夏

場
の
住
ん
で
い
な
い
と
き
、
不
在
の
と
き
に

な
る
と
、
雑
草
、
ご
み
の
放
置
な
ど
が
目
立

つ
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

ま
た
、
１
年
中
居
住
者
が
存
在
し
な
い
、

い
わ
ゆ
る
空
家
に
つ
い
て
は
、
郊
外
で
は
崩

壊
し
た
、
ま
た
は
、
放
置
さ
れ
た
よ
う
な
家

屋
が
あ
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
る
。

　

所
有
者
の
高
齢
化
、
相
続
問
題
、
経
済
的

理
由
な
ど
か
ら
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
な

い
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
雑
草
の
繁
茂
や
ご

答

町
長

計画に基づいて実態調査、指導・支援を行う

み
の
散
乱
に
よ
り
地
域
の
景
観
を
損
な
い
、

環
境
美
化
を
妨
げ
る
要
因
と
な
る
。
ま
た
台

風
や
大
雪
な
ど
、
自
然
災
害
時
に
倒
壊
す
る

リ
ス
ク
も
あ
り
、
近
隣
住
民
の
安
全
を
脅
か

す
可
能
性
が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
法
侵
入
や
犯
罪
の
温
床
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
地
域
全
体
の
治
安
悪
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
懸
念
が
あ
る
。

　

町
で
は
平
成
29
年
に
、『
倶
知
安
町
空
家

等
対
策
計
画
』
を
策
定
し
て
お
り
、
空
家
対

策
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
計
画

に
基
づ
い
て
、
空
家
の
実
態
調
査
や
所
有
者

へ
の
指
導
・
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

空
家
台
帳
の
整
備
、
危
険
家
屋
の
デ
ー
タ

管
理
を
実
施
し
、
町
民
か
ら
の
通
報
や
担
当

部
署
の
見
回
り
、
役
場
庁
舎
内
で
の
情
報
共

有
を
行
い
、
早
期
対
応
に
努
め
て
き
て
い
る

が
、
所
有
者
の
多
く
が
町
外
や
海
外
に
居
住

し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
不
在
地
主
も
多
い
こ

と
か
ら
、
家
屋
の
現
状
を
共
有
す
る
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
親
族
間
の

相
続
問
題
な
ど
も
絡
み
な
が
ら
と
い
っ
た
こ

と
で
、
対
応
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
家
屋
や
放
置
家
屋
の
問

題
、
こ
れ
ら
は
町
の
環
境
整
備
や
住
民
の
安

全
・
安
心
に
直
結
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
も
実
態
調
査
を
徹
底
し
、
所
有
者
へ
の

指
導
・
支
援
、
地
域
住
民
と
の
連
携
を
し
っ

か
り
と
強
化
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
管
理
と

環
境
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。
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（（３３））そそのの他他支支援援のの検検討討

本計画に記載されている支援のほか、様々な関係機関と連携した支援及び今

後検討していかなければならない解体補助等の助成制度について、それぞれの

内容に応じた適切な予算を講じます。

（（４４））計計画画ににおおけけるる目目標標値値

平成 29年は、住宅の建設が活発となっており、中古住宅もその影響を受け需

要が増加していますが、総戸数が 5,187戸のうち 1,768戸もの住宅の所有者が

65歳以上と高齢になっておりました。更に令和３年１月１日時点では、総戸数

が 5,185戸のうち 2,252戸を 65歳以上の高齢者が所有しております。高齢者が

所有している住宅が 484戸増加しており、この先、また新たに空家等が生まれ

てしまう可能性が高い状況にあります。

このため計画が終了する年度まで、空家等が危険な状態となることを防止し、

新たに空家等の問題を生み出さないため、以下のとおり目標を設定します。

【当初目標】

平成 27年度末現在 平成 38年度末の目標値

【見直し後の目標】

令和４年度 12月末現在 令和８年度末の目標値

空家等
うち危険な

空家等

20％減
空家等

うち危険な空

家等

103棟 22棟 83棟 18棟

空家等
うち危険な

空家等

20％減
空家等

うち危険な空

家等

47棟 12棟 38棟 10棟

※「倶知安町まち・ひと・
しごと創生総合戦略にお
ける削減率と同率に設定

倶
知
安
町
空
家
等
対
策
計
画
で
は
平
成
38
年
（
令

和
８
年
）
ま
で
に
危
険
な
空
家
等
を
20
％
減
ら
す

目
標
を
設
定
。
令
和
５
年
の
見
直
し
時
点
で
当
初

の
目
標
は
達
成
し
た
が
、
所
有
者
の
高
齢
化
等
で

新
た
な
空
家
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
出
典
：
倶
知
安
町
空
家
等
対
策
計
画
）

10



教育長

倶知安高校野球部
（全国高校野球選手権南北海道大会／６月２８日）

唐
か ら さ わ

澤　隆
たか ひ ろ

博　議員

倶
知
安
高
校
野
球
部
は
春
の
大
会
に

お
い
て
全
道
大
会
に
出
場
な
ど
大
き

な
活
躍
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
体
連
各
種

目
の
大
会
に
お
い
て
も
、
チ
ー
ム
や
個
人
が

そ
れ
ぞ
れ
全
道
大
会
出
場
を
決
め
て
お
り
、

多
く
の
優
秀
な
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。

①�

高
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
地
域
や
中
学
校

部
活
動
と
の
連
携
を
強
化
す
べ
き
。
部
活

動
の
地
域
展
開
の
具
体
的
施
策
は
。

②�
部
活
動
関
係
者
会
議
の
内
容
と
部
活
動
の

地
域
展
開
の
進
捗
状
況
、
中
学
校
の
部
活

動
に
つ
い
て
の
実
態
は
。

③�

中
学
校
で
の
部
活
動
の
制
限
と
、
中
体
連

や
中
文
連
な
ど
遠
征
の
補
助
の
増
額
や
、

高
校
部
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

問

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

①�

中
高
連
携
を
通
じ
た
部
活
動
の
地
域
展
開

は
重
要
な
視
点
。
部
活
動
ご
と
に
中
学
生

や
高
校
生
、
地
域
の
人
材
が
合
同
練
習
や

講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
図
っ
て
い

る
。
部
活
動
の
地
域
展
開
は
中
学
校
を
対

象
と
し
た
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
で
も
課
題
で
あ
る
中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
展
開
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

②�

４
月
末
に
中
学
校
の
部
活
動
顧
問
と
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
の
指
導
者
で
協

議
会
を
開
催
し
た
。
部
活
動
ご
と
の
グ

ル
ー
プ
で
現
状
の
共
有
や
当
面
実
施
で
き

そ
う
な
見
学
会
、
交
流
活
動
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

③�

国
・
道
で
は
部
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る

方
針
に
お
い
て
、
週
２
日
以
上
の
休
養
日

を
設
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

�　

中
体
連
、
中
文
連
の
活
動
は
、
出
場
参

答

教
育
長

中学校部活動の地域展開と地元高校の部活動継続について
地域の子どもたちが継続してスポーツ、文化活動
に取り組む環境整備は重要

①�

公
民
館
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
町
民
や
文

化
・
芸
術
団
体
に
利
用
い
た
だ
き
、
地
域

の
文
化
振
興
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
昨
今
の
利
用
実
態
に

お
い
て
は
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

②�

開
館
か
ら
約
50
年
が
経
過
し
て
お
り
、
建

物
の
内
・
外
装
や
諸
設
備
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
や
、
現
在
の
施
設
に
求
め

ら
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
基
準
に
対
し
て
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
深
く
認
識
し
て
い
る
。
町
長

部
局
と
協
議
し
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

③�

こ
の
エ
リ
ア
を
総
合
的
な
憩
い
の
場
と
す

る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
と
考
え
る
。
公
民
館
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
や
３
階
ト
イ
レ
の
改
修
等
、
既
存

の
建
物
を
順
次
改
修
す
る
こ
と
で
安
全
性

と
機
能
性
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
る
。

答

教
育
長

加
料
や
交
通
費
な
ど
の
必
要
経
費
を
公
費

で
負
担
し
て
い
る
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
推
進
に
向
け
て
支
援
を
継
続
す
る
。

　

�　

高
等
学
校
の
教
育
振
興
会
へ
の
補
助

は
、
各
振
興
会
が
実
施
す
る
事
業
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
形
で
支
援
し

て
い
る
。

①�

ス
テ
ー
ジ
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
。
ス

テ
ー
ジ
袖
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
奏
者
が
待

機
で
き
な
い
。
ス
テ
ー
ジ
の
天
井
が
低
く
、

照
明
器
具
が
近
く
、
ス
テ
ー
ジ
の
温
度
が

上
昇
す
る
。
反
響
板
が
機
能
し
て
い
な
い

な
ど
、
ス
テ
ー
ジ
の
問
題
に
つ
い
て
。

②�

外
壁
の
経
年
劣
化
、
客
席
の
階
段
段
差
、

座
席
の
経
年
劣
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

問公
民
館
の
建
て
替
え
が
急
務

④�

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
新
年
度
の
予

算
や
今
後
の
大
型
事
業
の
進
捗
状
況
を
反

映
し
な
が
ら
更
新
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

③�

プ
ー
ル
、
絵
本
館
、
公
民
館
、
中
央
公
園

周
辺
施
設
を
総
合
的
な
町
民
憩
い
の
場
と

す
る
計
画
に
つ
い
て
。

④�

公
民
館
建
て
替
え
に
向
け
て
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
を
す
べ
き
。
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農
地
に
隣
接
す
る
防
風
林
等
の
枝
が

畑
に
張
り
出
し
、
日
照
不
足
や
枝
の

飛
散
、
鳥
獣
被
害
、
農
作
業
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
測

位
障
害
な
ど
が
生
じ
て
い
る
。
農
業
者
が
管

理
者
へ
相
談
す
る
だ
け
で
は
、
担
当
者
に

よ
っ
て
対
応
が
変
わ
る
場
合
も
あ
る
。
町
が

地
域
農
業
を
守
る
立
場
か
ら
、
管
理
者
と
の

調
整
に
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

早
はや か わ

川　貴
た か し

士　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

巽
地
区
の
違
法
開
発
に
つ
い
て
、
原

状
回
復
の
進
捗
、
北
海
道
と
の
連
携
、

制
度
改
善
、
刑
事
告
発
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

特
に
、
違
反
に
よ
る
利
益
に
対
し
て
刑
事
罰

が
軽
く
「
や
っ
た
者
勝
ち
」
に
な
り
か
ね
な

い
制
度
上
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

施
工
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
発
注
者
や
事
業

主
体
を
含
め
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

植
栽
工
事
は
完
了
し
た
が
、
森
林
と
し
て

の
回
復
は
今
後
も
北
海
道
と
継
続
し
て
確
認

す
る
。
刑
事
告
発
は
弁
護
士
、
警
察
と
協
議

し
、
対
象
者
を
精
査
し
て
い
る
。
公
訴
時
効

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
年
の
雪
が
降
る
前
に
は

告
発
状
を
提
出
で
き
る
段
階
ま
で
進
め
る
。

ま
た
、
近
々
、
北
海
道
財
務
局
と
覚
書
を
締

結
し
、
今
後
の
国
有
地
売
却
時
に
は
町
へ
の

意
見
照
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
制
度
改
善

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

答

町
長

問

こ
の
他
に
も
「
公
共
工
事
に
お
け
る
予
算
編

成
時
の
精
度
の
向
上
に
つ
い
て
」
、
「
変
化
に

対
応
で
き
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
に
お
け
る

シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
の
視
点
に
つ
い
て
」
を

質
問
し
ま
し
た
。

雪が降る前には告発状を提出できる段階まで進め、
制度改善も引き続き要望していく町長

違法開発への刑事罰が軽く「やった者勝ち」では

森林の保全と維持管理は美し
い景観にもつながる

道
路
整
備
に
よ
る
農
地
の
分
断
へ
の

対
応
や
営
農
継
続
に
向
け
た
支
援
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

住
宅
不
足
の
解
消
、
居
住
誘
導
策
の

必
要
性本

町
で
は
住
宅
価
格
や
家
賃
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
定
住
を
希
望
し
て
も

住
宅
を
確
保
し
づ
ら
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
ア
パ
ー
ト
等
の
建
設
は
活
発
だ
が
「
誰

が
住
む
住
宅
な
の
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
、

国
の
制
度
検
討
が
進
む
、
高
齢
者
と
若
年
層

の
共
生
住
宅
な
ど
、
地
域
に
必
要
な
住
宅
整

備
を
民
間
と
連
携
し
、
誘
導
す
る
施
策
が
必

要
で
は
。

問

　

住
宅
不
足
や
企
業
需
要
の
増
加
、
地
価
・

建
設
費
の
高
騰
な
ど
が
重
な
り
、
定
住
希
望

者
が
住
宅
を
確
保
し
に
く
い
と
認
識
し
て
い

る
。
商
工
会
議
所
と
実
態
把
握
を
進
め
、
住

宅
施
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国

の
制
度
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
多
世
代
共

生
型
住
宅
な
ど
の
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
も

調
査
を
進
め
て
い
く
。

答

町
長

季
節
的
な
人
口
増
と
住
宅
戸
数
増
加

や
実
際
の
人
口
増
を
分
析
し
施
策
の

検
討
を
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
地
価
高
騰
に

よ
り
安
価
な
食
事
処
が
出
店
し
に
く
く
、
普

段
行
け
る
食
事
処
が
少
な
い
と
の
声
も
あ

る
。
１
階
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
機
能
を

備
え
た
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
施
策
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
「
倶
知
安
に
住
み
た
い
の
に
住
め
な
い
状

況
」
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

だ
が
決
定
打
が
な
い
。
住
宅
問
題
は
多
様
な

事
情
の
方
々
が
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
民
間
や
地
域
と

連
携
し
、
新
幹
線
開
業
も
見
据
え
た
住
宅
施

策
を
進
め
て
い
く
。

答

町
長

問
　

管
理
者
で
あ
る
後
志
森
林
管
理
署
に
状
況

を
確
認
し
、
令
和
９
年
度
に
枝
払
い
と
下
刈

り
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
今
後
は
町
も
調
整
に
関
わ
っ
て
い
く
。

答

町
長

農
業
関
連　

防
風
林
等
の
管
理
改
善

を
求
め
る
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近
年
、
部
活
動
の
地
域
移
行
や
児
童

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
利
用
頻
度
が
低
下
し
、
一
部
の
学

校
で
は
雑
草
の
繁
茂
や
整
備
状
況
の
差
が
見

ら
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
活
動
で
き

る
教
育
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
維
持
管
理
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

問学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管
理

波
なみ か た

方　真
ま こ と

如　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

道
路
整
備
に
よ
る
農
地
の
分
断
へ
の

対
応
や
営
農
継
続
に
向
け
た
支
援
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

景
観
条
例
と
連
動
し
た
地
区
計
画
の

策
定
や
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
・

物
流
拠
点
な
ど
将
来
の
土
地
利
用
を
見
据
え

た
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
北
海
道
開
発
局
へ

の
要
望
と
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土

地
利
用
方
針
を
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
示
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

問

蘭越倶知安道路を見据えた土地利用は

町長
今後の蘭越倶知安道路の整備状況を見据えながら
準備を進める

　

お
よ
そ
10
軒
の
農
地
を
通
る
と
把
握
し
て

い
る
。
分
断
さ
れ
る
農
地
を
大
型
農
業
車
両

が
行
き
来
で
き
る
よ
う
、
横
断
ボ
ッ
ク
ス
設

置
の
協
議
を
開
発
局
と
進
め
て
い
る
。
結
果

的
に
分
断
さ
れ
営
農
が
困
難
に
な
っ
た
土
地

に
つ
い
て
は
、
道
路
に
よ
る
分
断
要
件
を
満

た
す
も
の
と
し
て
農
地
転
用
も
考
え
ら
れ
る
。

答

町
長

　

北
海
道
開
発
局
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
以
外
の
土
地
に
お
い
て
、
町
な
ど
が
定

め
る
土
地
利
用
計
画
に
基
づ
き
、
国
が
主
体

的
に
整
備
等
を
進
め
て
い
く
と
い
う
の
は
困

難
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、道
路
構
造
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て
、

周
辺
の
景
観
に
配
慮
し
た
整
備
を
進
め
て
い

く
旨
を
確
認
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
は
、
リ
ゾ
ー
ト

環
境
と
調
和
し
た
土
地
利
用
の
方
向
性
を
踏

ま
え
、
道
路
整
備
の
推
移
を
見
据
え
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
い
く
。

答

町
長

自
動
運
転
社
会
実
装
事
業
の
活
用

と
、
宿
泊
税
基
金
を
将
来
的
な
交
通

Ｄ
Ｘ
へ
の
投
資
財
源
と
し
て
活
用
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

問

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
安
全
な
教
育
環

境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
管

理
の
主
体
で
あ
る
学
校
の
要
望
、
声
を
丁
寧

に
聞
き
取
り
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

答

教
育
長

　

引
き
続
き
降
雪
時
を
含
め
た
自
動
運
転
技

術
の
進
捗
や
実
証
成
果
の
調
査
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
宿
泊
税
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
税

収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
域
内
交
通
網
の
整

備
を
個
別
施
策
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、
財

源
と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

答

町
長

示
さ
れ
て
い
る
道
路
中
心
線
の
ル
ー

ト
に
つ
い
て
、
再
検
討
で
き
る
余
地

は
あ
る
の
か
。

問
　

町
民
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
は
受
け
て
い

る
が
、
既
に
調
査
を
重
ね
た
上
で
の
中
心
線

の
設
定
と
認
識
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
国

の
判
断
に
よ
る
が
、
現
時
点
で
の
進
捗
か
ら

い
く
と
、
ル
ー
ト
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性

は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。 答

町
長

　

今
後
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
所
管
課

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

維
持
管
理
予
算
の
拡
充
や
効
率
的
な
予
算
措

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答

町
長

実際の道路設計ではな
く、イメージ画像です
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ひ
ら
ふ
地
区
で
は
シ
ン
ボ
ル
空
間
整

備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
際

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
は
重
要
だ
が
、

多
額
の
公
共
投
資
を
伴
う
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
民
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
生
み
出

す
の
か
が
重
要
で
あ
る
。

①�

第
１
駐
車
場
周
辺
整
備
は
町
民
に
ど
の
よ

う
な
意
義
や
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

②�

地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
が
日
常
的
に
利

用
で
き
る
機
能
や
空
間
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

③�

維
持
管
理
費
や
運
営
費
を
含
め
た
費
用
対

効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の

か
。

④�

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ン
タ
ー
機
能
を
第
１
駐
車

場
に
配
置
す
る
理
由
と
、
他
候
補
地
の
検

討
状
況
を
伺
う
。

問

観光で稼ぎ、農業で支え、地域で回す経済へ
藪
やぶ な か

中　聡
さ と し

史　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

客観的データに基づく政策立案につなげていく町長

①�
シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
は
、
駐
車
場
の
狭
隘

化
や
交
通
結
節
点
の
安
全
対
策
に
加
え
、

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
を
含
め
た
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
、
通
年
型
リ
ゾ
ー
ト
形
成
を
目

指
す
も
の
。

②�

地
域
住
民
が
日
常
的
に
利
用
で
き
る
交
流

空
間
と
し
て
、
冬
は
子
ど
も
た
ち
の
休
憩

場
所
、
夏
は
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
計
画
。

ま
た
、
駐
車
場
利
用
で
は
町
民
へ
の
配
慮

も
予
定
し
て
い
る
。

③�

事
業
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
、
事
業
費

答

町
長

の
圧
縮
や
維
持
管
理
費
の
低
減
を
図
る
ほ

か
、
使
用
料
収
入
や
宿
泊
税
な
ど
を
活
用

し
、
一
般
財
源
を
抑
え
な
が
ら
運
営
す
る

考
え
。

④�

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
第

１
駐
車
場
、
第
２
駐
車
場
、
サ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
を
比
較
検
討
し
た
。
交
通
混
雑

や
送
迎
車
両
の
動
線
、
宿
泊
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
、
ス
キ
ー
場
や
夏
季
利
用
と
の
利

便
性
を
総
合
的
に
判
断
し
、
第
１
駐
車
場

へ
の
配
置
を
選
定
し
た
。

ひ
ら
ふ
地
区
に
お
け
る
公
共
空
間
整

備
と
町
民
利
益

国
際
観
光
地
と
し
て
発
展
す
る
一

方
、
そ
の
経
済
効
果
が
地
域
内
に
十

分
循
環
し
、
農
業
振
興
や
地
域
経
済
の
安
定

に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
検
証
が
必
要
だ
。

①�

宿
泊
施
設
・
飲
食
店
で
の
地
元
農
産
物
利

用
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。

②�

地
産
地
消
推
進
の
現
状
と
今
後
の
取
組

は
。

③�
農
業
と
観
光
を
結
ぶ
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

④�

地
域
内
経
済
循
環
の
効
果
を
把
握
す
る
調

査
・
分
析
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

問①�

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
へ
の
直
接
供
給
に
つ

い
て
は
、
生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
や
補
助

金
申
請
な
ど
を
通
じ
て
把
握
し
て
い
る
。

②�

学
校
給
食
で
の
地
元
農
産
物
活
用
、
地
元

産
米
の
Ｐ
Ｒ
、
農
産
物
販
売
イ
ベ
ン
ト
、

食
育
な
ど
を
継
続
し
、
地
産
地
消
を
推
進

し
て
い
く
。

③�

農
業
と
観
光
の
連
携
で
は
、
生
産
者
に
よ

る
直
接
販
売
や
農
業
体
験
、
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
、
里
山
景
観
な
ど
が
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
生
産
者
や
農

協
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
場
合
は
必
要
な

支
援
を
検
討
す
る
。

④�

現
在
、
地
域
経
済
状
況
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
産
業
全
体
の
生
産
額
や
域
内
流
通

額
、
域
外
流
出
額
、
観
光
経
済
波
及
効
果

な
ど
を
分
析
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ

く
政
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答

町
長

ひらふ高原中央公園駐車場の工事の様子ひらふ高原中央公園駐車場の工事の様子
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本
年
４
月
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
読

書
環
境
整
備
計
画
・
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
第
２
期
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

読
書
環
境
整
備
計
画
は
、
実
行
性
の
あ
る

計
画
な
の
か
。
理
念
の
実
現
、
整
備
方
針
、

遂
行
す
る
た
め
の
体
制
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

②�

ハ
ー
ド
面
で
の
読
書
環
境
整
備
計
画
は
あ

る
の
か
。

③�
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の
第
１
期
計

画
の
成
果
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
第
２
期

計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

森
も り

　禎
よ し き

樹　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

問①�

理
念
で
あ
る
、
本
や
人
と
出
会
い
、
つ
な

が
っ
て
い
く
町
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制

と
し
て
、
学
校
、
地
域
、
行
政
を
横
断
的

に
結
び
つ
け
る
連
携
の
要
と
し
て
読
書
推

進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学

校
、
教
育
機
関
と
連
携
し
て
子
ど
も
の
実

態
に
即
し
た
選
書
や
仕
組
み
づ
く
り
を
し

た
り
、
読
み
聞
か
せ
団
体
な
ど
と
協
力
し

て
本
を
介
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
共
に
つ
く
っ
た
り
、
行
政
と
連

携
し
て
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
電
子
化
な

ど
に
よ
り
業
務
を
効
率
化
し
、
ス
タ
ッ
フ

が
人
と
の
対
話
に
注
力
で
き
る
環
境
を
整

え
る
な
ど
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

②�

役
割
が
異
な
る
二
つ
の
拠
点
を
整
備
・
改

修
す
る
計
画
。
絵
本
館
を
交
流
と
賑
わ
い

の
拠
点
と
し
て
、
子
ど
も
や
中
高
生
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
オ
ー
プ
ン
な
第
３
の
居

場
所
と
し
て
創
設
す
る
。
公
民
館
図
書
室

を
静
か
な
空
間
と
し
て
落
ち
着
い
て
読
書

答

教
育
長

や
学
習
が
で
き
る
環
境
に
整
備
す
る
。
施

設
に
来
館
で
き
な
い
場
合
も
考
慮
し
て
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
設
置
や
移
動
図
書
館
な

ど
に
よ
り
、
生
活
動
線
上
で
本
に
触
れ
ら

れ
る
物
理
的
な
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
く
。

③�

第
１
期
計
画
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
本
に

出
会
う
と
こ
ろ
か
ら
本
と
生
き
る
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
18
歳
を
四
つ

の
成
長
段
階
に
分
け
た
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
の
枠
組
み
を
確
立
し
た
。
朝
の
読
書

の
推
進
や
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
な

ど
、
地
域
全
体
で
読
書
を
支
え
る
基
盤
を

構
築
し
た
。
第
２
期
の
計
画
は
、
全
町
民

対
象
の
読
書
環
境
整
備
計
画
と
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
一
体
と
し
て
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
全
世
代
の
知

の
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。
具

体
的
に
は
、
電
子
図
書
館
や
オ
ー
デ
ィ
オ

ブ
ッ
ク
の
導
入
、
多
言
語
資
料
の
充
実
に

よ
り
、
雪
国
の
気
候
や
多
様
な
背
景
に
よ

る
ア
ク
セ
ス
の
壁
を
解
消
す
る
こ
と
や
、

単
な
る
図
書
の
貸
出
場
所
か
ら
、
中
高
生

が
安
心
し
て
過
ご
し
、
世
代
を
超
え
た
対

話
が
生
ま
れ
る
第
３
の
居
場
所
と
し
て
の

形
成
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
ポ

イ
ン
ト
。

プール絵本館の内部イメージ
（出典：（仮称）プール絵本館複合拠点施設概要資料）（仮称）プール絵本館複合拠点施設概要資料）

教育長 しっかり目標をもち進めていかなければならない

どうやって本を読んでもらうかということが
特に子ども読書活動推進計画では大事

第
１
期
計
画
の
成
果
で
教
育
長
が
挙

げ
た
の
は
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
目
標
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
も
子
ど
も
の
読
書
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
目
標
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
果
に
つ

い
て
は
ど
う
な
の
か
。

問

　

前
回
、
子
ど
も
が
ど
れ
だ
け
読
む
よ
う
に

な
っ
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
成
果
は
確
か
に

取
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
後
の
中
で
検
証

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
本
を
何
冊
読
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
も
一

つ
大
切
な
部
分
だ
と
思
う
が
、
実
際
の
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
と
な
っ
て
、
そ
こ
の
居
場
所
と

し
て
、
読
む
、
触
れ
る
機
会
を
い
か
に
多
く

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
後
の
課
題
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ
こ
の
き
っ
か
け
を

通
じ
て
生
涯
を
通
し
て
本
に
親
し
ん
で
い
く

と
い
う
も
の
を
育
て
て
い
く
の
が
、
小
学
生

年
代
の
子
ど
も
の
読
書
に
は
大
事
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、こ
の
後
、

計
画
に
沿
い
な
が
ら
具
体
的
に
詰
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

教
育
長
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ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
、
町
有
地
整
備
事

業
の
一
つ
、
中
央
公
園
駐
車
場
整
備

事
業
の
工
事
が
始
ま
っ
た
。
工
事
の
安
全
を

願
い
つ
つ
、
以
下
の
点
を
町
長
に
伺
う
。

①�

工
事
請
負
会
社
と
工
事
着
工
前
の
打
ち
合

せ
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
さ
れ
た

か
。

②�

公
園
内
の
樹
木
、
植
物
の
移
植
対
象
調
査

は
実
施
し
て
い
た
の
か
。

③�
昨
年
12
月
定
例
会
の
質
問
『
第
１
駐
車
場

に
簡
易
な
建
物
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
が

優
先
的
に
利
用
で
き
る
休
憩
所
を
配
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
』
の
答
弁
で
、

代
替
と
し
て
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

く
っ
ち
ゃ
ん
を
利
用
可
能
と
し
て
い
た
。

い
ま
一
度
質
問
す
る
。
中
央
公
園
駐
車
場

に
簡
易
休
憩
所
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い

か
。

④�

簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
の
有
無
。

ひらふ高原中央公園の駐車場整備工事現場
（令和８年６月９日撮影）

問

佐
さ と う

藤　英
ひで と し

俊　議員

こ
の
他
に
も
「
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
シ
ン
ボ

ル
空
間
整
備
運
営
事
業
全
般
に
つ
い
て
」
）
を

質
問
し
ま
し
た
。

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

　

公
園
法
に
基
づ
く
公
園
で
は
な
い
が
、
町

の
公
園
で
あ
り
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
否
め
な
い
こ
と
。
深
く
お
わ
び
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

答

町
長

ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
第
一
町
内
会
の
方

か
ら
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
私
費
で

桜
の
木
、
ア
ジ
サ
イ
、
こ
れ
を
植
生
と
し
て

環
境
を
少
し
で
も
整
え
た
い
と
い
う
思
い
で

寄
附
し
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
方
が
工
事
の

案
内
を
い
た
だ
い
て
見
に
行
く
と
、
工
事
が

始
ま
っ
て
お
り
、
き
れ
い
に
取
り
除
か
れ
て

い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
細
か
な
配
慮
が

あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

問

簡
易
な
休
憩
所
は
今
後
調
整
し
て
い
く

①�

設
計
図
、
現
地
確
認
、
工
程
の
確
認
、
現

場
事
務
所
設
置
位
置
の
確
認
、
各
責
任
者

の
資
格
の
確
認
、
解
体
に
よ
っ
て
生
じ
る

再
資
源
化
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

②�

整
備
に
お
け
る
撤
去
物
の
洗
い
出
し
を
し

て
お
り
、
林
芙
美
子
文
学
碑
に
つ
い
て
移

設
の
対
象
物
と
し
、
ほ
か
に
は
移
設
や
移

植
対
象
と
し
て
い
な
い
。
当
該
敷
地
に
つ

い
て
は
林
班
か
ら
外
れ
て
お
り
、
伐
採
届

の
対
象
か
ら
も
外
れ
て
い
る
。

③�

簡
易
休
憩
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
12
月
の

質
問
の
後
に
、
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
シ
ン

ボ
ル
空
間
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

答

町
長

る
。
そ
の
中
で
、
懸
案
事
項
だ
っ
た
子
ど

も
を
念
頭
に
置
い
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
の
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、

多
目
的
交
流
空
間
と
し
て
休
憩
に
活
用
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
機
能
に
盛
り
込
ん
で
い

る
。
そ
の
た
め
、
中
央
公
園
駐
車
場
に
は

休
憩
所
を
建
設
す
る
計
画
は
な
い
。

　

�　

シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
ま
で
の
間
、
管
理

面
で
の
め
ど
が
つ
く
の
で
あ
れ
ば
、
エ
リ

ア
内
で
の
暫
定
的
な
、
例
え
ば
少
年
団
と

か
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
考
え
て
お

り
、
今
後
調
整
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

④�

現
時
点
で
の
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
は
想
定

し
て
い
な
い
。

ひらふ高原中央公園駐車場に簡易休憩所の設置を

今後調整したいと考えている町長

男
女
ト
イ
レ
を
置
く
だ
け
で
多
く
の

利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
。
時

間
的
に
は
十
分
な
余
裕
が
あ
る
。
大
き
な
費

用
が
か
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
前
向
き

な
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　

駐
車
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
降
り
て
す
ぐ

ト
イ
レ
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
が
、
当

然
必
要
な
方
も
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、
精

査
は
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

答

町
長
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笠
かさ は ら

原　啓
け い じ

仁　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

新プール・絵本館の外観イメージ。利用しやすい運営が求められる新プール・絵本館の外観イメージ。利用しやすい運営が求められる
（出典：（仮称）プール絵本館複合拠点施設概要資料）（出典：（仮称）プール絵本館複合拠点施設概要資料）

教育長

こ
の
他
に
も
「
『
公
有
地
の
売
払
い
要
件
』
変

更
は
可
能
か
」
）
、
「
『
じ
ゃ
が
た
く
の
本
格
運

行
』
開
始
で
き
な
い
理
由
は
」
）
、
（
『
読
書
環

境
整
備
計
画
』
学
校
司
書
の
位
置
付
け
は
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

新
プ
ー
ル
・
絵
本
館
の
運
営
に
関
し
、

町
民
か
ら
「
質
問
書
」
が
私
に
寄
せ

ら
れ
た
。
以
下
の
点
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①�

新
プ
ー
ル
・
絵
本
館
の
運
営
に
つ
い
て
は

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
方
針
の
よ

う
だ
。
同
制
度
を
活
用
す
る
と
の
決
定
に

至
っ
た
経
緯
は
。 

②�

管
理
事
業
者
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
な
方
針
や
考
え
方
は
。 

③�
事
業
者
選
定
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行

う
の
か
。
行
う
場
合
は
町
民
の
傍
聴
は
可

能
か
。
ま
た
、
町
民
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
提
出
は
可
能
か
。

④�

「
質
問
書
」
に
は
「
す
ば
ら
し
い
総
合
施

設
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と

あ
る
。
そ
の
よ
う
に
で
き
る
か
。

問

すばらしい施設にしたい

『新プール・絵本館』　利用しやすい運営を

『
義
務
教
育
学
校
の
設
置
』

本
町
で
の
可
能
性
は
あ
る
か

本
町
の
適
切
な
学
校
数
に
つ
い
て
教

育
長
は
「
審
議
会
の
答
申
し
だ
い
」

と
の
考
え
の
よ
う
だ
。
答
申
に
よ
っ
て
は
義

務
教
育
学
校
設
置
の
可
能
性
も
あ
る
の
か
。

問

管
理
者
制
度
で
安
全
に
配
慮

①�

建
物
全
体
と
プ
ー
ル
部
分
の
管
理
運
営
に

は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
絵
本
館

部
分
の
運
営
は
従
来
ど
お
り
町
に
よ
る
直

営
を
想
定
し
て
い
る
。

　

�　

同
制
度
導
入
の
経
過
は
、
令
和
４
年
度

策
定
の
基
本
構
想
と
令
和
５
年
度
策
定
の

整
備
基
本
計
画
に
お
い
て
整
備
手
法
と
運

営
方
法
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
。さ
ら
に
、

令
和
７
年
度
に
よ
り
具
体
的
な
管
理
手
法

や
対
象
範
囲
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討
を

行
っ
た
。

　

�　

制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
事

業
者
の
持
つ
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
徹
底
し
た
安
全
配
慮
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

多
様
な
活
用
で
き
る
か
が
評
価
軸

②�

誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
、

多
様
な
活
用
に
よ
っ
て
世
代
を
超
え
た
交

流
が
生
ま
れ
る
拠
点
づ
く
り
の
達
成
に
寄

与
す
る
事
業
者
で
あ
る
か
否
か
を
重
要
な

評
価
軸
と
し
選
定
し
て
い
く
。

非
公
開
と
し
た
い

③�

選
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
予
定
し
て
い
る
。
町
民

の
傍
聴
は
、
最
適
な
選
定
に
支
障
を
来
た

す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
非
公
開

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

す
ば
ら
し
い
施
設
に
し
た
い

④�

本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
指
定
管

答

教
育
長

理
者
制
度
の
導
入
に
関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
で
広
く
意
見
を
い
た
だ
き
、
計

画
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

�　

新
施
設
に
対
し
て
は
、
多
く
の
期
待
の

声
が
あ
る
一
方
、
現
在
の
町
営
プ
ー
ル
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
環
境
の
変
化

に
よ
る
不
安
の
声
も
あ
る
か
と
思
う
。
今

後
と
も
示
せ
る
情
報
は
適
切
に
開
示
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
す
ば
ら
し

い
総
合
施
設
と
な
る
よ
う
、
着
実
に
事
業

を
進
め
て
い
く
。

現
段
階
で
は
議
論
は
し
て
い
な
い

　

義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
、
将
来

的
に
は
検
討
が
必
要
に
な
る
可
能
性
は
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
が
、
現
段
階
で

は
議
論
は
し
て
い
な
い
。

答

教
育
長
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総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
次
の

こ
と
を
中
心
に
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

【
令
和
７
年
度
じ
ゃ
が
り
ん
号
お

よ
び
冬
季
交
通
事
業
の
結
果
】

①�

令
和
７
年
度　

じ
ゃ
が
り
ん
号

の
利
用
状
況
（
元
日
、
じ
ゃ
が

祭
り
の
２
日
間
を
除
く
毎
日
運

行
）

・�

ル
ー
ト
に
よ
り
増
減
は
あ
る
が

大
き
な
変
動
は
な
い
。
季
節

的
に
は
冬
期
間
の
利
用
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

常任委員会報告

②�

「
じ
ゃ
が
た
く
」
郊
外
地
域
デ

マ
ン
ド
バ
ス
実
証
運
行
（
12
月

10
日
か
ら
３
月
31
日
）

・�

今
年
度
は
車
両
１
台
で
北
部
地

区
、
東
西
地
区
に
南
地
区
を
加

え
た
３
地
区
で
運
行
し
た
。

・�

利
用
者
数
は
８
４
２
人
（
昨
年

＋
２
２
４
人
）
と
大
き
く
増
加

し
た
。

③�

町
民
向
け
タ
ク
シ
ー
運
行
委
託

事
業
（
12
月
１
日
か
ら
３
月
31

日　

土
日
祝
を
除
く
）

・�

１
日
稼
働
車
両
は
２
台
で
運
行

し
た
。
実
車
数
は
昨
年
度
よ
り

増
加
し
、
30
分
に
１
台
以
上
の

実
車
回
数
で
あ
っ
た
。

④�
タ
ク
シ
ー
等
の
期
間
限
定
営
業

「
ニ
セ
コ
モ
デ
ル
Go
タ
ク
シ
ー
」

（
12
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
）

・�

車
両
体
制
は
応
援
隊
20
台
に

加
え
、
地
元
事
業
者
も
27
台
、

隣
接
地
域
か
ら
７
台
と
な
り
、

実
車
数
は
昨
年
よ
り
微
減
の

５
万
１
９
０
１
件
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
事
業
デ
ー
タ
の
分
析
を

行
い
、
事
業
推
進
に
向
け
て
調
査

し
て
い
き
ま
す
。

【
地
域
防
災
町
内
視
察
】

　

９
月
に
地
域
防
災
に
か
か
る
町

内
視
察
を
実
施
予
定
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、

次
の
こ
と
を
中
心
に
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

【
学
校
、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

整
備
】

　

町
内
４
小
学
校
に
電
子
黒
板
32

台
を
導
入
す
る
財
産
取
得
や
、
倶

知
安
中
学
校
の
教
室
・
体
育
館
な

ど
の
照
明
８
５
３
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
工
事
に
つ
い
て
、
契
約
内
容

や
整
備
概
要
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
、
利
便
性
の
向
上
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
図
る
た
め
、
13
人
乗
り

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
工
事
完
了
予
定
は
令
和
９
年

３
月
17
日
で
あ
る
と
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

【
物
価
高
騰
対
策
】

　

町
内
の
介
護
・
障
が
い
福
祉
施

設
な
ど
24
施
設
に
総
額
６
４
０
万

円
を
支
給
す
る
事
業
と
、
街
路
防

犯
灯
を
維
持
管
理
す
る
70
町
内
会

等
に
総
額
２
５
９
万
５
千
円
を
交

付
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
や

支
給
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
間

委
託
】

　

受
託
事
業
者
か
ら
運
営
方
針
、

安
全
管
理
、
職
員
研
修
、
既
存
行

事
の
継
承
な
ど
が
示
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
担
当
課
よ
り
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
の
確
保

や
、
保
護
者
へ
の
周
知
、
円
滑
な

引
き
継
ぎ
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

【
文
化
拠
点
と
新
複
合
施
設
】

　
「
ム
セ
オ
く
っ
ち
ゃ
ん
」
は
、

芸
術
活
動
と
郷
土
学
習
を
つ
な
ぐ

文
化
拠
点
と
し
て
の
基
本
方
針
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
絵
本
館
複
合
拠
点
施
設

は
、
令
和
９
年
５
月
に
完
成
、
同

年
８
月
に
開
業
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
断
熱
材
の
入
荷

遅
延
等
に
よ
り
、
完
成
が
令
和
９

年
７
月
、
開
業
が
同
年
10
月
と
２

カ
月
程
度
遅
く
な
る
見
込
み
で

す
。
今
後
も
工
事
費
や
施
設
運
営

へ
の
影
響
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

じゃがりん号　利用延べ人数

ルート 人数 前年度比

東西ルート 16,217 人 △ 226 人

南北ルート 11,288 人 ＋ 65 人

合　計 27,505 人 △ 161 人

学
校
に
導
入
さ
れ
た
電
子
黒
板
。
学
習

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
の
画
面
共
有
な
ど
、

幅
広
い
使
い
方
が
で
き
る
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　朝夕にはようやく涼しい風が吹くようになりましたが、日中は残暑が続いております。水分を

適切に補給するなど体調管理にご留意いただきつつ、どうぞご自愛下さい。

　今年の夏も多種多様なイベントが開催され、数多くの笑顔に包まれた本町でありました。特に

アマチュアサイクリスト最高峰の大会「ＵＣＩグランフォンド世界選手権」には、関係者数千人

が本町を訪れ、参加された選手や家族、大会役員や運営に協力いただいた皆さま、沿道から熱心

に声援いただいた皆さま、誰にとっても思い出に残る素敵な５日間だったことと思いますし、併

せてグリーンシーズンにおけるサイクルスポーツの伸びしろや本町の優位性を再認識することも

できたことと思います。国際リゾートとして、さらなる高みを目指してまいりましょう。

　豊穣の秋を迎えておりますが、農家の皆さまには農作業の安全をお祈りしつつ、地元の食材を

生かした美味しい料理やお酒をご馳走になりながら、秋の夜長も楽しみましょう。

　７日からは第３回定例町議会が開会する予定です。ぜひ傍聴にいらして下さい。お待ちしてお

ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　倶知安町議会議長　作
さ く い

井　繁
し げ き

樹

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

次
の
こ
と
を
中
心
に
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

【
町
内
視
察
】

　

６
月
24
日
に
町
内
３
か
所
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

旭
地
区
に
お
け
る
『
ニ
セ
コ
花
園

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
工
事
現
場
に
行
き
、
工
事

責
任
者
の
方
か
ら
現
在
の
工
事
内

容
、
進
捗
状
況
、
今
後
の
計
画
な

ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
が
、
現

在
工
事
は
中
断
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
花
園
地
区
に
昨
年
開
業

し
た
『
シ
ャ
レ
ー
ア
イ
ビ
ー
ワ
イ

ス
』
に
行
き
、
岩
佐
総
支
配
人
よ

り
館
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
町
営
花
園
牧
場
に
行

き
、
牧
場
職
員
、
町
担
当
課
か
ら

運
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

【
大
規
模
下
水
道
管
路
特
別
重
点

調
査
に
つ
い
て
】

　

令
和
７
年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮

市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
を
受
け

て
、
全
国
的
に
実
施
す
る
下
水
道

管
路
現
況
確
認
の
た
め
の
調
査
が

本
町
に
お
い
て
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
管
路
内
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
剥
離
や
管
路
継
ぎ
手

か
ら
の
水
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
緊
急
度
Ⅱ
の
判
定

と
な
っ
た
管
径
２
ｍ
71
の
雨
水
管

に
つ
い
て
、
国
の
指
針
に
基
づ
き

空
洞
調
査
を
行
う
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

【
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
シ
ン
ボ
ル

空
間
整
備
運
営
事
業
に
つ
い
て
】

　

今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
ニ
セ
コ

ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
第
一
駐
車
場
を

中
心
と
し
た
エ
リ
ア
全
体
の
再
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
６
月
以
降
の

進
捗
状
況
と
し
て
、
ひ
ら
ふ
高
原

中
央
公
園
駐
車
場
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結
、
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地

区
シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
運
営
事
業

の
実
施
事
業
者
の
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
募
集
、
ひ

ら
ふ
ス
キ
ー
場
第
２
駐
車
場
立
体

化
に
係
る
土
地
活
用
事
業
者
の
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

募
集
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

花園ヴィレッジ工事現場

議 ら長
ん

室
ち
か

はこ に
→

北海道新幹線の沿線自治体の
議長さんと一緒に札樽トンネ
ル札幌～桑園間の工事現場を
視察してきました（６月３０日）
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連絡先
議会事務局

　TEL　0136-56-8016（直通）
　FAX　0136-23-2044（代表）
　E-mail　gikai@town.kutchan.lg.jp

議会を傍聴しませんか？ 議会へのご意見 募集中！

　議会は役場 3階にて行われています。受付票に氏
名等を記入の上、傍聴席へお入りください。
　小さなお子さんが傍聴される際は、できるだけ保
護者の方も一緒にお願いいたします。
　次回の定例会は　　　　　　　　から開会予定で
す。下記 QR コードから議会スケジュールが確認で
きます（適宜、更新しています）。

　議会では、多くの町民から意見を聴き、議会活動
に生かしていきたいと考えています。議会に対する
ご意見・ご要望がある方は、議会事務局までご提出
ください。
　ご提出方法等については町議会ホームページ（下
記 QR コード）を参照してください。

↓議会スケジュール ご意見募集ページ↓

９月７日（月）

　

７
月
２
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

た
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の

研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
関

東
学
院
大
学
法
学
部
地
域
創
生
学
科

教
授
の
牧
瀬
稔
氏
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
須
田
慎
一
郎
氏
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

牧
瀬
氏
か
ら
は
人
口
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
、
問
題
は
「
減
る
こ
と
」

で
は
な
く「
選
ば
れ
な
く
な
る
こ
と
」

で
あ
り
、
地
方
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
方
は「
人
口
減
少
の
克
服
」と「
地

域
経
済
の
活
性
化
」
で
あ
る
と
の
話

を
伺
い
ま
し
た
。 

　

須
田
氏
は
軽
妙
な
語
り
口
で
政
治

状
況
な
ど
、
話
題
豊
富
に
語
り
会
場

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

　

ど
ち
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
示
唆
に
富
ん

だ
話
を
聴
け
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

全
道
町
村
議
会
研
修
会
に
参
加

研修会の様子（会場は札幌コンベ
ンションセンター）

　議会中継を見ていると、もう一度現役に戻って活動し
たい気持ちが湧いてきます。あれも提案したい、これも
指摘したい、と。町執行部に対する議員の質問や提案に
ついては、きれい過ぎるというか優し過ぎるという印象
を受けます。「質問のための質問」になっているような
気がします。もっと強く、深く追求し、問題の解決まで
もっていくというような気迫が感じられません。
　その背景に議員同士の議論不足があるのではないで
しょうか。議員同士の議論を活発に行い、もっと自らの
質問に深みを持たせるべきです。

Ｑ．�現在は一町民として外から議会や町政を見ていま
す。率直な感想は。

　まち中の社会資本整備が不十分です。春の道路の穴一
つ十分に直し切れていません。社会資本の整備は町民生
活に直結するものですが、対応が不十分です。町民が待
ち望んでいる温泉も実現できていません。いまの町政運
営を見ていると、施策のギャップが目立ちます。世界に
誇れる国際観光都市として、役場職員の研修を含めて積
極果敢な政策が必要だと思います。

Ｑ．�現在の町行政をどう見ていますか。

　町議を8期32年、議長を2期8年務めたなどの功績
により令和6年に旭日双光章を受章。現在は建設会社
の社長として経営に当たるほか、さまざまな社会活動
に携わっています。議会から離れておよそ3年半。今
の議会や町政をどう見ているのか、聞きました。

　まずは子どもたちに夢を与えるような施策に力を入れ
るべきと思います。「くっちゃん子条例」を作ったんで
すから、中学生までの給食費無料はすぐにでもやるべき
です。
　予算の使い方にも工夫が必要です。すべて町長と財政
当局が査定して予算編成するのではなく、各課が自由に
使えるお金を配分することも考えるべきです。
　議会に対しては、町民の負託にしっかりと対応できる
存在になることを期待します。そのためにも、議員一人
ひとりが自らの目と耳と足で町民生活の実態をしっかり
と把握してほしいと思います。

Ｑ今後の町政や議会に期待することは。

前
町
議
会
議
員

鈴
木
　
保
昭
さ
ん
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